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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオプロセッサに電気的に接続される接点群が接続筒内に配置されて、上記接続筒の
外周面に形成されたネジ孔にねじ込み固定された支軸に、上記ビデオプロセッサ側に設け
られた案内溝と係合する円筒状の係合ローラが回転自在に軸支された構成を有する電子内
視鏡のコネクタ部において、
　上記ネジ孔が上記接続筒の外面と内面との間を貫通しない状態に形成されると共に、上
記支軸に、その支軸の軸線方向に貫通する通気孔が形成されていることを特徴とする電子
内視鏡のコネクタ部。
【請求項２】
　上記ネジ孔に接着剤が塗布されている請求項１記載の電子内視鏡のコネクタ部。
【請求項３】
　上記ネジ孔内に位置する上記支軸の端部と上記ネジ孔の底部との間に空間が形成されて
いて、その空間に対して上記通気孔の端部が開口している請求項１又は２記載の電子内視
鏡のコネクタ部。
【請求項４】
　上記接点群を外部からシールするための防水キャップが上記接続筒の開口部に取り付け
られた状態の時に、上記支軸に軸支された上記係合ローラ部分が上記防水キャップによっ
て覆われない請求項１、２又は３記載の電子内視鏡のコネクタ部。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　この発明は電子内視鏡のコネクタ部に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡のコネクタ部に設けられた信号コネクタには一般に、図４に示されるように
、ビデオプロセッサに電気的に接続される接点群９１が接続筒９２内に配置されて、接続
筒９２の外周面に形成されたネジ孔９３に基部がねじ込み固定された支軸９４に、ビデオ
プロセッサ側に設けられた案内溝と係脱自在に係合する円筒状の係合ローラ９５が回転自
在に軸支された構成を有している（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　そのような従来の電子内視鏡のコネクタ部のネジ孔９３は接続筒９２を貫通した状態に
形成されていて、そこにねじ込まれた支軸９４の基部の緩み止めとシールのために接着剤
が塗布されている。
【特許文献１】特開２００５－５８５４８
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　近年、内視鏡を介する感染防止の完全を期すため、内視鏡検査が終了する毎に内視鏡に
対して高温高圧蒸気滅菌（オートクレーブ）による滅菌処理が行われることが多くなって
きている。
【０００５】
　しかし、オートクレーブ処理が繰り返し行われると、ネジ孔９３に塗布されている接着
剤が高温高圧蒸気によって劣化し、その部分に発生する亀裂等から電子内視鏡内に蒸気が
侵入して重要な内蔵部材が破損する恐れがある。
【０００６】
　そのため従来は、図５に示されるように、オートクレーブ処理を行う際に接点群９１を
外部からシールするために接続筒９２の開口部に着脱自在に取り付けられる防水キャップ
９６が、係合ローラ９５部分までを水密に囲むように大きく（そのために、重く）形成さ
れていた。
【０００７】
　その結果、防水キャップ９６は着脱操作がやり難くて落下させると破損しやすい等、取
り扱い性や保管性等が非常に悪かった。９７は、防水キャップ９６に設けられたシール用
のＯリングである。
【０００８】
　そこで本発明は、オートクレーブ処理を行っても、支軸がねじ込まれたネジ孔からコネ
クタ内に蒸気が侵入する恐れが全くなく、したがって、オートクレーブ処理が繰り返され
る環境であっても電子内視鏡が長寿命を得ることができ、防水キャップを容易に小型化し
て取り扱い性や保管性を向上させることができる電子内視鏡のコネクタ部を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するため、本発明の電子内視鏡のコネクタ部は、ビデオプロセッサに
電気的に接続される接点群が接続筒内に配置されて、接続筒の外周面に形成されたネジ孔
にねじ込み固定された支軸に、ビデオプロセッサ側に設けられた案内溝と係合する円筒状
の係合ローラが回転自在に軸支された構成を有する電子内視鏡のコネクタ部において、ネ
ジ孔が接続筒の外面と内面との間を貫通しない状態に形成されると共に、支軸に、軸線方
向に貫通する通気孔が形成されているものである。
【００１０】
　なお、ネジ孔に接着剤が塗布されていてもよく、ネジ孔内に位置する支軸の端部とネジ
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孔の底部との間に空間が形成されていて、その空間に対して通気孔の端部が開口していて
もよい。
【００１１】
　また、接点群を外部からシールするための防水キャップが接続筒の開口部に取り付けら
れた状態の時に、支軸に軸支された係合ローラ部分が防水キャップによって覆われないよ
うにして、防水キャップを小型化することもできる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、円筒状の係合ローラを回転自在に軸支する支軸をねじ込み固定するた
めに接続筒の外周面に形成されたネジ孔が、接続筒の外面と内面との間を貫通しない状態
に形成されていることにより、オートクレーブ処理を行っても、支軸がねじ込まれたネジ
孔からコネクタ内に蒸気が侵入する恐れが全くなく、したがってオートクレーブ処理が繰
り返される環境であっても電子内視鏡が長寿命を得ることができて、防水キャップは係合
ローラをシールする必要がないので小型化して取り扱い性や保管性を向上させることがで
き、支軸に、軸線方向に貫通する通気孔が形成されていることにより、ネジ孔に塗布され
た接着剤が加熱硬化される際に膨張する空気が通気孔を通って外部に排気されるので、係
合ローラの回転部に接着剤が侵入せず、係合ローラがビデオプロセッサの案内溝に係脱す
る際に良好に回転することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　ビデオプロセッサに電気的に接続される接点群が接続筒内に配置されて、接続筒の外周
面に形成されたネジ孔にねじ込み固定された支軸に、ビデオプロセッサ側に設けられた案
内溝と係合する円筒状の係合ローラが回転自在に軸支された構成を有する電子内視鏡のコ
ネクタ部において、ネジ孔が接続筒の外面と内面との間を貫通しない状態に形成されると
共に、支軸に、軸線方向に貫通する通気孔が形成されている。
【実施例】
【００１４】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２は、挿入部１の先端に固体撮像素子を内蔵する電子内視鏡の全体構成を示しており
、挿入部１の基端に連結された操作部２から後方に延出する接続可撓管３の先端には、ビ
デオプロセッサ５０に対して着脱自在に接続されるコネクタ部４が取り付けられている。
【００１５】
　５は、ビデオプロセッサ５０に内蔵されている光源ランプから放射される照明光を受け
るためのライトガイドコネクタ、６は、ビデオプロセッサ５０に内蔵されている信号処理
回路と電気的に接続される信号コネクタである。
【００１６】
　信号コネクタ６を着脱自在に受けることができるようにビデオプロセッサ５０に設けら
れた信号コネクタ受け５１には、信号コネクタ６の外周部に突出して配置された係合ロー
ラ７が係脱自在に係合する案内溝５２が形成されている。
【００１７】
　図１は信号コネクタ６の部分を示しており、ビデオプロセッサ５０側に対して電気的に
接続される接点群１１が、コネクタ部４の前面側に固定的に突出して設けられた接続筒１
０の先端近傍内に配置されている。１２は、接点群１１の基部が取り付けられた接点座１
３を接続筒１０の内側部分に押圧固定する固定ナット、１４は、接点群１１に接続された
導線である。
【００１８】
　接続筒１０の外周面には軸線に対して垂直方向にネジ孔１６が形成されている。このネ
ジ孔１６は、接続筒１０の外面と内面との間を貫通しない状態に外面側から形成されてい
る。なお、ネジ孔１６は接続筒１０の周方向に１８０°間隔をあけて２ヵ所に設けられて
いる。
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【００１９】
　そして、円筒状に形成された係合ローラ７を回転自在に軸支するための支軸１７の基部
に形成された雄ネジ部が、各ネジ孔１６にきつくねじ込み固定されて、その螺合部には緩
み止めのための接着剤が塗布されている。
【００２０】
　支軸１７の軸線位置には、支軸１７を軸線方向に貫通する通気孔１８が形成されている
。ネジ孔１６内に位置する支軸１７の端部とネジ孔１６の底部との間には空間が形成され
ていて、その空間に対して通気孔１８の端部が開口している。
【００２１】
　このように構成された実施例の電子内視鏡のコネクタ部４においては、ネジ孔１６が接
続筒１０の外面と内面との間を貫通していないので、オートクレーブ処理の際にネジ孔１
６部分からコネクタ部４内に高温高圧蒸気が侵入する可能性が皆無になり、したがって、
オートクレーブ処理が繰り返される環境であっても電子内視鏡を構成する内蔵部材が劣化
せず長寿命を得ることができる。
【００２２】
　そして、支軸１７を軸線方向に貫通する通気孔１８が形成されていることにより、製造
工程において、ネジ孔１６部分に塗布された接着剤が加熱されて硬化するまでの間にネジ
孔１６の底部空間中の空気が熱膨張しても、その空気は通気孔１８を通って外部に放出さ
れるので、係合ローラ７の回転部側に接着剤が侵入せず、係合ローラ７がビデオプロセッ
サ５０の案内溝５２に係脱する際に良好に回転して軽く係脱させることができる。
【００２３】
　図３は、オートクレーブ処理の際等に接点群１１を外部からシールするための防水キャ
ップ２０が、接続筒１０の開口部に着脱自在に取り付けられた状態を示している。２１は
シール用のＯリングである。
【００２４】
　この状態の時、ネジ孔１６が接続筒１０の外面と内面との間を貫通していないことによ
り、図３に示されるように防水キャップ２０が支軸１７に軸支された係合ローラ７部分を
覆う必要がなく、防水キャップ２０は接続筒１０の突端開口部だけをシールすればよい。
したがって、防水キャップ２０を小型に構成して取り扱い性や保管性を大幅に向上させる
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施例の電子内視鏡のコネクタ部の信号コネクタ部分の側面断面図であ
る。
【図２】本発明の実施例の電子内視鏡の全体構成を示す側面図である。
【図３】本発明の実施例の信号コネクタに防水キャップが取り付けられた状態の側面断面
図である。
【図４】従来の電子内視鏡のコネクタ部の信号コネクタ部分の側面断面図である。
【図５】従来の信号コネクタに防水キャップが取り付けられた状態の側面断面図である。
【符号の説明】
【００２６】
　４　コネクタ部
　６　信号コネクタ
　７　係合ローラ
　１０　接続筒
　１１　接点群
　１６　ネジ孔
　１７　支軸
　１８　通気孔
　２０　防水キャップ
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　５０　ビデオプロセッサ
　５２　案内溝

【図１】 【図２】
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